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八
月
二
十
六
日
、「
第
二
十
五
回
水
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
二
〇
二
一
in
ぐ
ん
ま
」が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、市
民

と
土
木
学
会
、行
政
と
民
間
が
一
堂
に
会
し
、開

催
都
道
府
県
の
水
に
関
わ
る
諸
問
題
を
と
も
に

議
論
し
、相
互
理
解
と
情
報
共
有
を
図
る
も
の

で
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
テ
ー
マ
は「『
利
根
川
水
源
県
ぐ
ん
ま
か
ら
の

発
信
』〜
歴
史
、文
化
、自
然
の
恵
み
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
〜
」。利
根
川
は
、群
馬

県
の
北
部
県
境
に
あ
る
大
水
上
山（
み
な
か
み
町
）を
水
源
と
し
、様
々
な
川
を
合
わ

せ
な
が
ら
関
東
平
野
を
東
に
流
れ
、千
葉
県
銚
子
市
で
太
平
洋
に
注
ぐ
大
河
川
で
す
。

群
馬
県
に
お
け
る
、環
境
、文
化
、災
害
等
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
気
候
変
動
に
備
え
る

水
源
県
と
し
て
の
治
水
・
利
水
機
能
の
役
割
」や「
水
辺
の
自
然
、親
し
み
と
潤
い
の
あ

る
空
間
、人
と
の
つ
な
が
り
」な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、水
源
県
の
立
場
か
ら
、社
会
環

境
、気
象
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
治
水
・
利
水
・
人
と
水
と
の
関
わ
り
な
ど
の
在
り
方

に
つ
い
て
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
は
、群
馬
県
知
事
、高
崎
市
長
、関
東
地
方
整
備
局
長
に
続
い
て
水
資

源
機
構
の
金
尾
理
事
長
が「
今
後
も
安
定
的
に
水
を
供
給
す
る
た
め
、本
日
の
議
論
や

提
言
を
踏
ま
え
、引
き
続
き
施
設
の
適
切
な
建
設
や
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」と

述
べ
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
、基
調
講
演
に
続
く
第
１
分
科
会「（
気
候
変
動
に
備
え
る
）水
源
県
と
し

て
の
治
水
・
利
水
機
能
の
役
割
」に
は
、水
資
源
機
構
か
ら
下
久
保
ダ
ム
管
理
所
の
石

橋
所
長
と
田
野
前
所
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。下
久
保
ダ
ム
は
群

馬
県
藤
岡
市
と
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
に
跨
る
ダ
ム
で
、利
根
川
上
流
ダ
ム
群
の
一

お
お
み
な
か
み
や
ま

つ
で
す
。分
科
会
で
は
、利
根
川
上
流
ダ
ム
群
の
治
水
・
利
水
の
役
割
を
、近
年
の
洪
水

の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
整
理
し
ま
し
た
。今
後
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、水
害
の

さ
ら
な
る
頻
発
・
激
甚
化
や
渇
水
期
間
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、そ
の
役
割
が
ど

う
変
化
す
る
の
か
を
、あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
対
応
す
る「
流
域

治
水
」の
視
点
や
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
知
見
も
交
え
な
が
ら
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

「
第
二
十
五
回
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
二
一
in
ぐ
ん
ま
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

10：00　開会
10：10　来賓挨拶（群馬県知事、高崎市長、関東地方整備局長、水資源機構理事長）
10：35　特別講演：「利根川水系の水災害と水源県ぐんまの役割」
　　　　　　　　 講師：群馬大学大学院理工学府 教授　清水義彦氏
11：15　基調講演：「水のくに群馬 ―４つの顔―」
　　　　　　　　　講師：高崎商科大学 特任教授　熊倉浩靖氏
12：55　第１分科会：「（気候変動に備える）水源県としての治水・利水機能の役割」
14：25　第２分科会：「水辺の自然、親しみと潤いのある空間、人とのつながり」
15：55　市民団体発表：「長野原町の魅力　‘Ko・So・A・Do’」
　　　　　　　　　　　市民団体：一般社団法人 つなぐカンパニーながのはら
16：35　全体会議
17：05　次回開催県挨拶：山形県
17：15　閉会

プログラム

第25回水シンポジウムinぐんま
■日　　時：2021年8月26日（木）10：00～17：15
■開催方法：WEB配信
■主　　催：「第25回水シンポジウムinぐんま」実行委員会

構成団体：公益社団法人土木学会水工学委員会、
国土交通省関東地方整備局、群馬県、高崎市、独立行政法人水資源機構

開催概要
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江戸時代の大規模な工事や、人々の情熱には近現代
のすべてがわかっているものとはまた違ったロマン
を感じるから読んでいて楽しいです。
（連載　江戸期の水の技術者  群像） （10代・男性）

利根川河口堰は、下流地域一帯の塩害防止、都市用
水、農業用水に大きな効果を発揮したと理解できた。
（特集　利根川河口堰五十周年～今昔物語～） （70 代・男性）

今年で管理開始から50周年を迎えた利根川河口堰
の、過去と現在の比較写真に興味を惹かれた。同じ
アングルから撮影した写真を見て、現在に至るまで
どの部分がどのように変わってきたのかを探して、
楽しむことができた。
（特集　利根川河口堰五十周年～今昔物語） （20代・男性）

映像と音声により、誌面とは異なるインパクトがあっ
た。ダムの重要性、事前放流の判断、渇水の対応な
どよく理解できた。
（今号のピックアップムービー） （60代・女性）

裏表紙「水とのふれあい」フォトはいつもながら癒し
と、美画像脳内想像力拡大の安らぎを感じます。
（水とのふれあいフォトコンテスト) （60代・男性）

最近になって「線状降水帯」という言葉を多く聞くように
なり、各地で甚大な被害が報じられます。その度に、もし
ダムがなかったらもっと大きな被害が発生しているの
だろうと、ダムの存在を改めて身近に感じています。
（気象キャスターが解説！天気のミカタ） （60代・男性）

　秋もすっかり深まり紅葉の美しい季節になりました。水資源機構は全国転勤があるため、各地に職員用
の宿舎を備えています。本社勤務の私はさいたま市に住んでおり、近くには日本で唯一の盆栽に特化した
美術館があります。先日訪れたのですが、公園や並木通りで見るような紅葉とはひと味違う、鉢の中で表現
された紅葉がとてもきれいでした。
　2021年は機構施設周年ラッシュということもあり、今号では関東から中部、九州までたくさんの施設を
ご紹介しました。来年も様々な地域・施設を取り上げていきたいと思いますので、広報誌「水とともに」を
よろしくお願いいたします。2022 年が皆様にとって良い年となりますように。

千葉県：
成田用水・北総東部用水
トピックス  利根川の豊かな水を運んで40年
～北総台地を潤す成田用水・北総東部用水～　
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表紙愛知県：愛知用水
岐阜県：阿木川ダム
特集  中部を支える木曽川水系
水資源開発と管理の足跡

岐阜県：岩屋ダム

大分県：大山ダム
今号のピックアップムービー

のの馬わし石群一

第25回水シ

21 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 水機構ニュース ● 20


